
2023 年度 C ライセンス審判員学科試験問題 

≪2023 年 11月 23日（木）実施≫ 

地区名      氏名           

＊問 審判規定一部改正について（   ）に当てはまる語句を下から選びなさい。 

 

国際柔道連盟試合審判規程の解釈変更に伴う国内大会への適用について 

 

 変更された主な内容 

 

①  技ありの判断基準について 

 

・ 変更前  

技ありの基準は、体側全体が（  90 度 ）以上背中側、もしくは片方の肩と背中上部が接地

した場合とする。 

体側全体は、（  腰と肩  ）のポジションをみること。 

 

・ 変更後 

技ありの基準は、肩の軸に対して体側（ 上部 ）が 90 度かそれ以上（ 後ろ側 ）に倒れ

ている場合、もしくは片方の肩と背部上部が接地した場合とする。 

体側上部は、（  肩  ）のポジションのみをみること。 

 

②  ＧＳ時における「抑え込み」の扱いについて 

 

・ 変更前    

寝技において、「抑え込み」の場合、選手自身が解かない限り（ 20 秒 ）（一本）まで継続

される。ただし、途中で抑え込まれている試合者が絞め技・（ 関節 ）技を施し、「参った」

または「（ 落ちた ）」場合、時間に関わらず逆転を認め、抑え込まれている試合者が勝利と

なる。 

 

・ 変更後    

寝技において、「抑え込み」の場合、（ 10 秒 ）が経過した時点（時計係はブザーを鳴らす）

で「（ 技あり ）、それまで」が宣告される。 

 

 90 度  一本  上部  後ろ側  背部  20 秒  関節  

逆転  肩  ポジション  接地  寝技  落ちた 10 秒 

技あり 頭 腰と肩 


